
奈
良
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

奈
良
県
知
事
荒
井
正
吾

奈
良
県
規
則
第
四
十
五
号

奈
良
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

奈
良
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
三
月
奈
良
県
規
則
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
十
九
条
」
を
「
第
二
十
一
条
」
に
、
「
第
二
十
条
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
第
二
十
四
条
」
を
「
第
二
十
五
条
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
六
号
中
「
給
油
施
設
」
の
下
に
「
そ
の
他
の
自
動
車
に
燃
料
又
は
動
力
源
と
し
て
の
電
気

を
供
給
す
る
た
め
の
施
設
」
を
加
え
る
。

第
四
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
第
八
号
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
十
号
」
を
、
「
除
く
」
の
下
に
「
と

と
も
に
、
行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図

面
に
よ
つ
て
は
適
切
に
表
示
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
施
設
の
規
模
及
び
構

造
に
応
じ
て
、
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮
尺
の
図
面
を
も
つ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
替
え
る
こ
と
が
で
き

る
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
以
上
」
を
「
程
度
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
以
上

」
を
「
程
度
」
に
、
「
、
構
造
図
、
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、
「
及
び
給
排
水
計
画
図
」
を
削
り
、
同

項
第
八
号
中
「
事
業
資
金
」
を
「
工
事
の
施
行
を
要
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
事
業
資
金
」
に
改
め
、

同
項
第
九
号
中
「
以
上
」
を
「
程
度
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
知
事
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
条
例
第
八
条
第
二
項
の
協
議
又
は
同
条
第
三
項
の

認
可
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
協
議
又
は
認
可
の
申
請
を
し
た
者
に
対
し
、
縮

尺
千
分
の
一
程
度
の
構
造
図
、
給
排
水
計
画
図
そ
の
他
の
必
要
な
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

第
五
条
第
一
号
中
「
第
八
条
第
四
項
第
一
号
」
の
下
に
「
又
は
第
五
号
」
を
、
「
事
項
」
の
下
に
「

の
変
更
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
（
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
あ
つ
て
は
、

公
園
施
設
の
規
模
、
色
彩
又
は
形
態
の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の
に
限
る
。
）

第
五
条
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
削
る
。

第
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
知
事
は
、
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
条
例
第
八
条
第
六
項
の
協
議
又
は
認
可
に
関
し
必
要
が



あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
協
議
又
は
認
可
の
申
請
を
し
た
者
に
対
し
、
縮
尺
千
分
の
一
程
度
の

構
造
図
、
給
排
水
計
画
図
そ
の
他
の
必
要
な
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条
第
四
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
条
第
二
項
」
を
「
第
十
条
第
三
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
第
十
条

第
一
項
」
を
「
第
十
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
及
び
第
二
項

と
し
て
次
の
二
項
を
加
え
る
。

条
例
第
十
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書

を
知
事
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

一
譲
渡
人
及
び
譲
受
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の

氏
名

二
公
園
施
設
の
種
類

三
公
園
施
設
の
管
理
又
は
経
営
の
方
法

四
公
園
事
業
を
譲
渡
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

五
公
園
事
業
を
譲
渡
し
よ
う
と
す
る
理
由

２
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

一
譲
受
人
が
個
人
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
譲
受
人
の
住
民
票
の
写
し

二
譲
受
人
が
法
人
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
譲
受
人
の
定
款
、
寄
附
行
為
又
は
規
約
及
び
登
記
事
項

証
明
書

三
第
四
条
第
二
項
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
十
一
号
に
掲
げ
る
書
類

四
譲
受
人
が
行
う
公
園
施
設
の
管
理
又
は
経
営
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
収
入
及
び
支
出
の
総
額

及
び
内
訳
を
記
載
し
た
書
類
そ
の
他
譲
受
人
が
公
園
施
設
を
適
切
に
管
理
又
は
経
営
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

五
譲
渡
及
び
譲
受
け
に
係
る
譲
渡
人
及
び
譲
受
人
の
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類

第
十
二
条
第
二
項
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え

る
。

た
だ
し
、
行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
次
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
つ
て
は
適
切
に
表
示
で

き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
行
為
の
規
模
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮
尺

の
図
面
を
も
つ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
二
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
以
上
」
を
「
程
度
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
以
上

」
を
「
程
度
」
に
改
め
、
「
、
構
造
図
」
を
削
り
、
同
項
第
四
号
中
「
以
上
」
を
「
程
度
」
に
改
め
、



同
項
第
五
号
を
削
り
、
同
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。

３
知
事
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
条
例
第
十
七
条
第
三
項
の
許
可
に
関
し
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
許
可
の
申
請
を
し
た
者
に
対
し
、
縮
尺
千
分
の
一
程
度
の
構
造
図
そ
の

他
の
必
要
な
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
条
中
「
第
二
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
十
四
条
第
二
項
、
第
二
十
一
条
第
三
項
」
に
改
め
、

同
条
を
第
二
十
二
条
と
す
る
。

第
三
章
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
野
生
動
物
の
生
態
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
）

第
二
十
一
条
条
例
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
の
規
則
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
野
生
動
物
（
条
例
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
野
生
動
物
を
い
う
。
次
号
に
お
い

て
同
じ
。
）
に
餌
を
与
え
る
こ
と
。

二
野
生
動
物
に
著
し
く
接
近
し
、
又
は
つ
き
ま
と
う
こ
と
。

第
十
九
条
第
一
項
中
「
第
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
十
七
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
条

と
す
る
。

第
十
八
条
第
一
号
中
「
第
十
五
条
第
一
号
」
を
「
第
十
六
条
第
一
号
」
に
、
「
第
九
十
一
号
、
第
九

十
二
号
又
は
第
百
十
七
号
か
ら
第
百
二
十
四
号
ま
で
」
を
「
第
九
十
号
、
第
九
十
一
号
又
は
第
百
十
六

号
か
ら
第
百
二
十
三
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
九
条
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
一
号
中
「
延
面
積
」
を
「
延
べ
面
積
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
八
条
と
し
、
第
十
六
条

を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
十
五
条
第
四
号
中
「
に
あ
る
」
を
「
に
あ
つ
て
、
か
つ
、
そ
の
水
平
投
影
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト

ル
以
下
で
あ
る
」
に
改
め
、
「
こ
と
」
の
下
に
「
（
改
築
又
は
増
築
に
あ
つ
て
は
、
改
築
又
は
増
築
後

に
お
い
て
、
そ
の
水
平
投
影
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同

条
第
十
四
号
中
「
巣
箱
」
を
「
野
生
鳥
獣
の
保
護
増
殖
の
た
め
の
巣
箱
」
に
改
め
、
同
条
第
十
八
号
中

「
も
の
に
」
の
下
に
「
限
り
、
か
つ
、
増
築
部
分
の
最
高
部
と
最
低
部
の
高
さ
の
差
が
二
メ
ー
ト
ル
以

下
で
あ
る
も
の
に
」
を
加
え
、
同
条
第
二
十
八
号
中
「
を
択
伐
す
る
こ
と
（
塊
状
択
伐
を
除
く
。
）
」

を
「
（
条
例
第
十
七
条
第
三
項
第
十
号
の
知
事
が
指
定
す
る
植
物
（
以
下
「
採
取
等
規
制
植
物
」
と
い

う
。
）
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
択
伐
（
塊
状
択
伐
を
除
く
。
）
す
る
こ
と
」
に
改
め
、
同
条
第
三

十
八
号
中
「
条
例
第
十
七
条
第
三
項
第
十
号
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
指
定
す
る
も
の
（
以
下
「
採
取
等



規
制
植
物
」
と
い
う
。
）
」
を
「
採
取
等
規
制
植
物
」
に
改
め
、
同
条
第
四
十
号
中
「
木
竹
」
の
下
に

「
（
採
取
等
規
制
植
物
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
八
十
六

号
を
削
り
、
同
条
中
第
八
十
七
号
を
第
八
十
六
号
と
し
、
第
八
十
八
号
か
ら
第
九
十
一
号
ま
で
を
一
号

ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
九
十
二
号
中
「
工
作
物
」
を
「
工
作
物
等
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九
十

一
号
と
し
、
同
条
中
第
九
十
三
号
を
第
九
十
二
号
と
し
、
第
九
十
四
号
か
ら
第
百
二
十
六
号
ま
で
を
一

号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
を
第
十
六
条
と
し
、
第
十
四
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。

第
十
三
条
第
四
項
第
六
号
中
「
延
べ
面
積
を
い
う
」
の
下
に
「
。
第
十
八
条
第
一
号
に
お
い
て
同
じ

」
を
加
え
、
同
条
第
十
項
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
二
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り

下
げ
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
申
請
に
係
る
場
所
が
、
条
例
第
十
七
条
第
三
項
の
許
可
を
受
け
て
木
竹
の
伐
採
が
行
わ
れ
た
後
、

五
年
を
経
過
し
て
い
な
い
場
所
で
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
木
竹
の
伐
採
が
僅
少
で
あ
る
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
三
条
第
十
一
項
中
「
前
項
第
七
号
及
び
第
九
号
」
を
「
前
項
第
二
号
、
第
八
号
及
び
第
十
号
」

に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
中
「
第
十
項
第
七
号
」
を
「
第
十
項
第
二
号
及
び
第
八
号
」
に
改
め
、
同
項

第
二
号
中
「
第
十
項
第
九
号
」
を
「
第
十
項
第
十
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
項
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。三
照
明
装
置
を
用
い
て
特
別
地
域
内
の
森
林
又
は
河
川
そ
の
他
の
自
然
物
に
つ
い
て
照
明
を
行
う

も
の
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
学
術
研
究
そ
の
他
公
益
上

必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
又
は
病
害
虫
の
防
除
の
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ア
色
彩
及
び
形
態
が
そ
の
周
辺
の
風
致
又
は
景
観
と
著
し
く
不
調
和
で
な
い
こ
と
。

イ
期
間
及
び
時
間
が
必
要
最
小
限
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ウ
当
該
照
明
を
行
う
範
囲
が
必
要
最
小
限
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

エ
動
光
又
は
点
滅
を
伴
う
も
の
で
な
い
こ
と
。

オ
野
生
動
植
物
の
生
息
又
は
生
育
上
そ
の
他
の
風
致
又
は
景
観
の
維
持
上
重
大
な
支
障
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
十
三
条
第
二
十
項
第
一
号
エ
中
「
光
源
（
光
源
を
内
蔵
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
表
示
面
）
が
白

色
系
の
も
の
で
あ
る
こ
と
」
を
「
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
」
に
改
め
、
同
号
エ
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。照
明
の
範
囲
が
必
要
最
小
限
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(1)

期
間
及
び
時
間
が
必
要
最
小
限
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(2)



動
光
又
は
点
滅
を
伴
う
も
の
で
な
い
こ
と
。

(3)
第
十
三
条
第
二
十
項
第
一
号
中
オ
を
削
り
、
カ
を
オ
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
か
ら
カ
ま
で
」
を
「

及
び
オ
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
か
ら
カ
ま
で
及
び
」
を
「
及
び
オ
並
び
に
」
に
改
め
、
同
項
第

四
号
中
「
第
一
号
カ
」
を
「
第
一
号
オ
」
に
改
め
、
同
条
中
第
三
十
項
を
第
三
十
一
項
と
し
、
第
二
十

九
項
を
第
三
十
項
と
し
、
第
二
十
八
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

規
則
第
十
三
条
に
掲
げ
る
行
為
に
係
る
許
可
基
準
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る

29こ
と
と
す
る
。

一
申
請
に
係
る
場
所
以
外
の
場
所
に
お
い
て
は
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め

ら
れ
る
行
為
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ア
学
術
研
究
そ
の
他
公
益
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
野
生
動
植
物
の
生
息
又
は
生
育
上
そ
の
他
の
風
致
又
は
景
観
の
維
持
上
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
地
域
住
民
の
日
常
生
活
の
維
持
の
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
十
三
条
を
第
十
四
条
と
し
、
第
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
特
別
地
域
に
お
け
る
風
致
の
維
持
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
）

第
十
三
条
条
例
第
十
七
条
第
三
項
第
十
七
号
の
規
則
で
定
め
る
行
為
は
、
知
事
が
指
定
す
る
道
路
（

主
と
し
て
歩
行
者
の
通
行
の
用
に
供
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
舗
装
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。

）
に
お
い
て
車
馬
を
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
一
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第１号様式（その１）（第１２条関係） 特別地域内工作物の新（改、増）築許可申請書  奈良県立自然公園条例第１７条第３項第１号の規定により奈良県立      自然公園の特別地域内における工作物の新（改、増）築の許可を受けたく、次のとおり申請します。     年  月  日 申請者の氏名及び住所             奈良県知事 殿 目 的   場 所   行為地及びその付近の状況   工作物の種類   施行方法 

敷地面積   規模   構造   主要材料   外部の仕上げ及び色彩   関連行為の概要   施行後の周辺の取扱   予定日 着 手      年   月   日 完 了      年   月   日 備 考    

法人にあつては、名称、住所及び代表者の氏名 



（注）   １ 申請文の「奈良県立     自然公園」の箇所には、当該自然公園の名称を記入すること。なお、不用の文字は抹消すること。  ２ 「目的」欄には、当該工作物を設ける目的及びその必要性を具体的に記入すること。  ３ 「場所」欄には、市郡、町村、大字、小字、地番（地先）等を記入すること。  ４ 「行為地及びその付近の状況」欄には、地形、植生等周辺の状況を示す上で必要な事項を記入すること。なお、必要に応じてその詳細を添付図面に表示すること。  ５ 「関連行為の概要」欄には、支障木の伐採（樹種、本数、面積等）、支障となる動植物の除去、敷地造成（面積、切土盛土量等）、残土量とその処理方法、工事用仮工作物の設置等、申請行為に伴う行為の内容を具体的に記入すること。なお、必要に応じてその詳細を添付図面に表示すること。  ６ 「施行後の周辺の取扱」欄には、跡地の整理、修景のための植栽等風致景観の保護のために行う措置を記入すること。なお、必要に応じてその詳細を添付図面に表示すること。  ７ 「備考」欄には、次の事項を記入すること。   (1) 他の法令の規定により、当該行為が行政庁の許可、認可その他の処分又は届出を必要とするものであるときは、その手続の進捗状況   (2) 土地所有関係及び申請者が土地所有者と異なる場合は、土地所有者の諾否又はその見込み   (3) 過去に奈良県立自然公園条例の許可を受けたものにあつては、その旨並びに許可処分の日付、番号及び付された条件   (4) 当該申請に関する連絡先（電話番号又はメールアドレス）なお、申請者と担当者が異なる場合は、担当者の氏名、役職、連絡先等を記載すること。  ８ 申請書の用紙の大きさは、日本産業規格（ＪＩＳ）Ａ４とすること。 



第
一
号
様
式
（
そ
の
二
）
中
「

住

所

及

び

氏

名

」
を
「

氏

名

及

び

住

所

」
に
、
「

主

た

る

事

務

所

の

所

在

地

及

び

名

称

並

び

に

」
を
「

名

称

住

所

及

び

」
に
改
め
、
同
様
式
の
（
注
）
５
中
「

設

置

等

」
、

を
「

設

置

（

面

積

切

土

盛

土

量

等

）

残

土

量

と

そ

の

処

理

方

法

等

」
に
改
め
、
同
様
式
の
（
注
）

、
、

７
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

(4)

当

該

申

請

に

関

す

る

連

絡

先

（

電

話

番

号

又

は

メ

ル

ア

ド

レ

ス

）

な

お

申

請

者

と

担

ー

、

当

者

が

異

な

る

場

合

は

担

当

者

の

氏

名

役

職

連

絡

先

等

を

記

載

す

る

こ

と

、
、

、
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
二
）
の
（
注
）
８
中
「

森

林

施

業

」
を
「

学

術

研

究

そ

の

他

公

益

上

必

要

な

も

の

地

域

住

民

の

日

常

生

活

の

維

持

の

た

め

に

必

要

な

も

の

病

害

虫

の

防

除

・

防

災

・

風

致

維

持

そ

、
、

の

他

森

林

の

管

理

と

し

て

行

わ

れ

る

も

の

又

は

測

量

の

た

め

に

行

わ

れ

る

も

の

若

し

く

は

第

３

種

特

、

別

地

域

に

お

い

て

行

わ

れ

る

も

の

で

あ

つ

て

森

林

施

業
」
に
改
め
、
同
様
式
の
（
注
）
９
中
「

用

紙

」

を
「

申

請

書

の

用

紙

」
に
改
め
、
「

日

本

産

業

規

格

」
の
次
に
「
（

Ｊ

Ｉ

Ｓ

）
」
を
加
え
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
三
）
及
び
同
様
式
（
そ
の
四
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第１号様式（その３）（第１２条関係）  特別地域内木竹の損傷許可申請書   奈良県立自然公園条例第１７条第３項第３号の規定により奈良県立      自然公園の特別地域内における木竹の損傷の許可を受けたく、次のとおり申請します。      年  月  日 申請者の氏名及び住所             奈良県知事 殿 目 的   場 所   行為地及びその付近の状況   損傷物の種類   施行方法 損傷物の数量   損傷方法   予定日 着 手        年   月   日 完 了        年   月   日 備 考    

法人にあつては、名称、住所及び代表者の氏名 



（注）   １ 申請文の「奈良県立     自然公園」の箇所には、当該自然公園の名称を記入すること。    なお、不用の文字は抹消すること。  ２ 「場所」欄には、市郡、町村、大字、小字、地番（地先）等を記入すること。  ３ 「行為地及びその付近の状況」欄には、地形、植生等周辺の状況を示す上で必要な事項を記入すること。    なお、必要に応じてその詳細を添付図面に表示すること。  ４ 「損傷方法」欄には、使用器具の名称、損傷部分の別等を記入すること。  ５ 「備考」欄には、次の事項を記入すること。   (1) 他の法令の規定により、当該行為が行政庁の許可、認可その他の処分又は届出を必要とするものであるときは、その手続の進捗状況   (2) 土地所有関係及び申請者が土地所有者と異なる場合は、土地所有者の諾否又はその見込み   (3) 過去に奈良県立自然公園条例の許可を受けたものにあつては、その旨並びに許可処分の日付、番号及び付された条件   (4) 申請者以外に当該行為を行う者がいる場合は、その名前   (5) 当該申請に関する連絡先（電話番号又はメールアドレス）なお、申請者と担当者が異なる場合は、担当者の氏名、役職、連絡先等を記載すること。  ６ 申請書の用紙の大きさは、日本産業規格（ＪＩＳ）Ａ４とすること。 



第１号様式（その４）（第１２条関係） 特別地域内鉱物の掘採（土石の採取）許可申請書  奈良県立自然公園条例第１７条第３項第４号の規定により奈良県立      自然公園の特別地域内における鉱物の掘採（土石の採取）の許可を受けたく、次のとおり申請します。     年  月  日 申請者の氏名及び住所             奈良県知事 殿 目 的   場 所   行為地及びその付近の状況   鉱物（土石）の種類   
施行方法 

掘採（採取）方法     掘採（採取）量   掘採（採取）設備   土地の形状を変更する面積   掘採（採取）後の土地の形状   関連行為の概要   掘採（採取）跡地の 取 扱   予定日 着 手      年   月   日 完 了      年   月   日 備 考   

法人にあつては、名称、住所及び代表者の氏名 



（注）   １ 申請文の「奈良県立     自然公園」の箇所には、当該自然公園の名称を記入すること。なお、不用の文字は抹消すること。  ２ 「場所」欄には、市郡、町村、大字、小字、地番（地先）等を記入すること。  ３ 「行為地及びその付近の状況」欄には、地形、植生等周辺の状況を示す上で必要な事項を記入すること。なお、必要に応じてその詳細を添付図面に表示すること。  ４ 「掘採（採取）方法」欄には、露天掘、坑道掘（横坑、たて坑、斜坑）等の別を記入すること。  ５ 「掘採（採取）量」欄には、容積（立方メートル）及び重量（トン、グラム）により掘採（採取）量を記入すること。  ６ 「掘採（採取）後の土地の形状」欄には、切羽跡階段状等掘採（採取）後の土地の形状について、具体的に記入すること。なお、必要に応じてその詳細を添付図面に表示すること。  ７ 「関連行為の概要」欄には、支障木の伐採（樹種、本数、面積等）、支障となる動植物の除去、ズリ処理等、申請行為に伴う行為の内容を具体的に記入すること。なお、必要に応じてその詳細を添付図面に表示すること。  ８ 「掘採（採取）跡地の取扱」欄には、跡地の整理、緑化の方法等、風致景観の保護のために行う措置及び跡地の用途を記入すること。なお、必要に応じてその詳細を添付図面に表示すること。  ９ 「備考」欄には次の事項を記入すること。   (1) 他の法令の規定により、当該行為が行政庁の許可、認可その他の処分又は届出を必要とするものであるときは、その手続の進捗状況   (2) 当該行為が鉱業法第６３条に規定する施業案を必要とするものであるときは、当該施業案の概要   (3) 土地所有関係及び申請者が土地所有者と異なる場合は、土地所有者の諾否又はその見込み   (4) 過去に奈良県立自然公園条例の許可を受けたものにあつては、その旨並びに許可処分の日付、番号及び付された条件   (5) 当該申請に関する連絡先（電話番号又はメールアドレス）なお、申請者と担当者が異なる場合は、担当者の氏名、役職、連絡先等を記載すること。  １０ 申請書の用紙の大きさは、日本産業規格（ＪＩＳ）Ａ４とすること。 



第
一
号
様
式
（
そ
の
五
）
中
「

住

所

及

び

氏

名

」
を
「

氏

名

及

び

住

所

」
に
、
「

主

た

る

事

務

所

の

「

水

位

（

水

量

）

の

所

在

地

及

び

名

称

並

び

に

」
を
「

名

称

住

所

及

び

」
に
、

、

増

減

の

内

容

「

水

位
（

水

量

）

の

増

減

の

内

容

を

」

関

連

行

為

の

概

要

に
改
め
、
同
様
式
の
（
注
）
６
中
「

用

紙

」

」

を
「

申

請

書

の

用

紙

」
に
改
め
、
「

日

本

産

業

規

格

」
の
次
に
「
（

Ｊ

Ｉ

Ｓ

）
」
を
加
え
、
同
様
式
の

（
注
）
中
６
を
７
と
し
、
５
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

(4)

当

該

申

請

に

関

す

る

連

絡

先

（

電

話

番

号

又

は

メ

ル

ア

ド

レ

ス

）

な

お

申

請

者

と

担

ー

、

当

者

が

異

な

る

場

合

は

担

当

者

の

氏

名

役

職

連

絡

先

等

を

記

載

す

る

こ

と

、
、

、
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
五
）
の
（
注
）
中
５
を
６
と
し
、
４
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

５

「

関

連

行

為

の

概

要

」

欄

に

は

工

事

用

仮

工

作

物

の

設

置

等

申

請

行

為

に

伴

う

行

為

の

、
、

内

容

を

具

体

的

に

記

入

す

る

こ

と

な

お

必

要

に

応

じ

て

そ

の

詳

細

を

添

付

図

面

に

表

示

す

。
、

る

こ

と

。

第
一
号
様
式
（
そ
の
六
）
中
「

住

所

及

び

氏

名

」
を
「

氏

名

及

び

住

所

」
に
、
「

主

た

る

事

務

所

の

「

所

在

地

及

び

名

称

並

び

に

」
を
「

名

称

住

所

及

び

」
に
、

表

示

の

内

容

、

「



表

示

の

内

容

を

」

関

連

行

為

の

概

要

に
改
め
、
同
様
式
の
（
注
）
６
中
「

用

紙

」

」

を
「

申

請

書

の

用

紙

」
に
改
め
、
「

日

本

産

業

規

格

」
の
次
に
「
（

Ｊ

Ｉ

Ｓ

）
」
を
加
え
、
同
様
式
の

（
注
）
中
６
を
７
と
し
、
５
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

(4)

当

該

申

請

に

関

す

る

連

絡

先

（

電

話

番

号

又

は

メ

ル

ア

ド

レ

ス

）

な

お

申

請

者

と

担

ー

、

当

者

が

異

な

る

場

合

は

担

当

者

の

氏

名

役

職

連

絡

先

等

を

記

載

す

る

こ

と

、
、

、
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
六
）
の
（
注
）
中
５
を
６
と
し
、
４
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

５

「

関

連

行

為

の

概

要

」

欄

に

は

支

障

木

の

伐

採

（

樹

種

本

数

面

積

等

）

支

障

と

な

、
、

、
、

る

動

植

物

の

除

去

敷

地

造

成

（

面

積

切

土

盛

土

量

等

）

残

土

量

と

そ

の

処

理

方

法

工

、
、

、
、

事

用

仮

工

作

物

の

設

置

等

申

請

行

為

に

伴

う

行

為

の

内

容

を

具

体

的

に

記

入

す

る

こ

と

な

、
。

お

必

要

に

応

じ

て

そ

の

詳

細

を

添

付

図

面

に

表

示

す

る

こ

と

、
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
七
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第１号様式（その７）（第１２条関係） 特別地域内物の集積（貯蔵）許可申請書  奈良県立自然公園条例第１７条第３項第７号の規定により奈良県立      自然公園の特別地域内における物の集積（貯蔵）の許可を受けたく、次のとおり申請します。     年  月  日 申請者の氏名及び住所             奈良県知事 殿 目 的   場 所   行為地及びその付近の状況   集積（貯蔵）物の種類   施行方法 
集積（貯蔵）方法   土地使用面積及び集積（貯蔵）する高さ   
関連行為の概要   集積（貯蔵）設備   予定日 着 手      年   月   日 完 了      年   月   日 備 考   

 

法人にあつては、名称、住所及び代表者の氏名 



（注）   １ 申請文の「奈良県立     自然公園」の箇所には、当該自然公園の名称を記入すること。なお、不用の文字は抹消すること。  ２ 「行為地及びその付近の状況」欄には、地形、植生等周辺の状況を示す上で必要な事項を記入すること。なお、必要に応じてその詳細を添付図面に表示すること。  ３ 「関連行為の概要」欄には、支障木の伐採（樹種、本数、面積等）、転石の除去等当該行為に伴う行為の内容を具体的に記入すること。なお、必要に応じてその詳細を添付図面に表示すること。  ４ 「備考」欄には次の事項を記入すること。   (1) 他の法令の規定により、当該行為が行政庁の許可、認可その他の処分又は届出を必要とするものであるときは、その手続の進捗状況   (2) 土地所有関係及び申請者が土地所有者と異なる場合は、土地所有者の諾否又はその見込み   (3) 過去に奈良県立自然公園条例の許可を受けたものにあつては、その旨並びに許可処分の日付、番号及び付された条件   (4) 当該申請に関する連絡先（電話番号又はメールアドレス）なお、申請者と担当者が異なる場合は、担当者の氏名、役職、連絡先等を記載すること。  ５ 申請書の用紙の大きさは、日本産業規格（ＪＩＳ）Ａ４とすること。 
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第
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そ
の
十
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式
（
そ
の
十
三
）
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第１号様式（その１０）（第１２条関係） 特別地域内高山植物等の採取（損傷）許可申請書  奈良県立自然公園条例第１７条第３項第１０号の規定により奈良県立      自然公園の特別地域内における高山植物等の採取（損傷）の許可を受けたく、次のとおり申請します。     年  月  日 申請者の氏名及び住所             奈良県知事 殿 目 的   場 所   行為地及びその付近の状況   採取（損傷）物の種類   
施行方法 

採取（損傷）物の数量   採取（損傷）方法   関 連 行 為 の 概要   予定日 着 手      年   月   日 完 了      年   月   日 備 考   
 

法人にあつては、名称、住所及び代表者の氏名 



（注）   １ 申請文の「奈良県立     自然公園」の箇所には、当該自然公園の名称を記入すること。なお、不用の文字は抹消すること。  ２ 「場所」欄には、市郡、町村、大字、小字、地番（地先）等を記入すること。  ３ 「行為地及びその付近の状況」欄には、地形、植生等周辺の状況を示す上で必要な事項を記入すること。なお、必要に応じてその詳細を添付図面に表示すること。  ４ 「採取（損傷）方法」欄には、使用器具の名称、採取（損傷）部分の別等を記入すること。  ５ 「関連行為の概要」欄には、採取した木竹以外の植物を再度植栽し、又は播種することを予定している場合に、その時期、場所等の詳細を記入すること。  ６ 「備考」欄には次の事項を記入すること。   (1) 他の法令の規定により、当該行為が行政庁の許可、認可その他の処分又は届出を必要とするものであるときは、その手続の進捗状況   (2) 土地所有関係及び申請者が土地所有者と異なる場合は、土地所有者の諾否又はその見込み   (3) 過去に奈良県立自然公園条例の許可を受けたものにあつては、その旨並びに許可処分の日付、番号及び付された条件   (4) 申請者以外に当該行為を行う者がいる場合は、その名前   (5) 当該申請に関する連絡先（電話番号又はメールアドレス）なお、申請者と担当者が異なる場合は、担当者の氏名、役職、連絡先等を記載すること。  ７ 申請書の用紙の大きさは、日本産業規格（ＪＩＳ）Ａ４とすること。 



第１号様式（その１１）（第１２条関係）  特別地域内木竹以外の植物の植栽（播種）許可申請書   奈良県立自然公園条例第１７条第３項第１１号の規定により奈良県立      自然公園の特別地域内における木竹以外の植物の植栽又は播種の許可を受けたく、次のとおり申請します。     年  月  日 申請者の氏名及び住所             奈良県知事 殿 目 的   場 所   行為地及びその付近の状況   植栽（播種）する植物の種類   施行方法 
植栽（播種）面積   植栽（播種）数量   植栽（播種）方法   管理方法   関連行為の概要   予定日 着 手        年   月   日 完 了        年   月   日 備 考    

法人にあつては、名称、住所及び代表者の氏名 



（注）   １ 申請文の「奈良県立     自然公園」の箇所には、当該自然公園の名称を記入すること。    なお、不用の文字は抹消すること。  ２ 「場所」欄には、市郡、町村、大字、小字、地番（地先）等を記入すること。  ３ 「行為地及びその付近の状況」欄には、地形、植生等周辺の状況を示す上で必要な事項を記入すること。    なお、必要に応じてその詳細を添付図面に表示すること。  ４ 「植栽（播種）する植物の種類」欄には、植栽し、又は播種する植物の種類（変種である場合は、変種レベルまで）を記入すること。  ５ 「管理方法」欄には、植栽し、又は播種する植物が当該周辺の風致の維持に支障を及ぼさないための措置等を記入すること。  ６ 「関連行為の概要」欄には、支障木の伐採（樹種、本数、面積等）、支障となる動植物の除去等、申請行為に伴う行為の内容を具体的に記入するとともに、特別地域内で採取した木竹以外の植物を再度植栽・播種する場合、場所等の詳細を記入すること。なお、必要に応じてその詳細を添付図面に表示すること。  ７ 「備考」欄には、次の事項を記入すること。   (1) 他の法令の規定により、当該行為が行政庁の許可、認可その他の処分又は届出を必要とするものであるときは、その手続の進捗状況   (2) 土地所有関係及び申請者が土地所有者と異なる場合は、土地所有者の諾否又はその見込み   (3) 過去に奈良県立自然公園条例の許可を受けたものにあつては、その旨並びに許可処分の日付、番号及び付された条件   (4) 当該申請に関する連絡先（電話番号又はメールアドレス）なお、申請者と担当者が異なる場合は、担当者の氏名、役職、連絡先等を記載すること。  ８ 申請書の用紙の大きさは、日本産業規格（ＪＩＳ）Ａ４とすること。 



第１号様式（その１２）（第１２条関係） 特別地域内動物の捕獲（殺傷）（動物の卵の採取（損傷））許可申請書  奈良県立自然公園条例第１７条第３項第１２号の規定により奈良県立      自然公園の特別地域内における動物の捕獲（殺傷）（動物の卵の採取（損傷））の許可を受けたく、次のとおり申請します。     年  月  日 申請者の氏名及び住所             奈良県知事 殿 目 的   場 所   行為地及びその付近の状況   動物（卵）の種類   
施行方法 

捕獲（殺傷）（採取（損傷））物の数量   捕獲（殺傷）（採取（損傷））の方法   関連行為の概要   予定日 着 手      年   月   日 完 了      年   月   日 備 考   
 

法人にあつては、名称、住所及び代表者の氏名 



（注）   １ 申請文の「奈良県立     自然公園」の箇所には、当該自然公園の名称を記入すること。なお、不用の文字は抹消すること。  ２ 「場所」欄には、市郡、町村、大字、小字、地番（地先）等を記入すること。  ３ 「行為地及びその付近の状況」欄には、地形、植生等周辺の状況を示す上で必要な事項を記入すること。なお、必要に応じてその詳細を添付図面に表示すること。  ４ 「捕獲（殺傷）（採取（損傷））の方法」欄には、捕獲（殺傷）（採取（損傷））の方法、使用器具の名称等を記入すること。  ５ 「関連行為の概要」欄には、支障木の伐採（樹種、本数、面積等）、支障となる動植物の除去等、申請行為に伴う行為の内容を具体的に記入するとともに、特別地域内で捕獲した動物を再度放つ予定となつている場合、時期及び詳細を記入すること。なお、必要に応じてその詳細を添付図面に表示すること。  ６ 「備考」欄には次の事項を記入すること。   (1) 他の法令の規定により、当該行為が行政庁の許可、認可その他の処分又は届出を必要とするものであるときは、その手続の進捗状況   (2) 土地所有関係及び申請者が土地所有者と異なる場合は、土地所有者の諾否又はその見込み   (3) 過去に奈良県立自然公園条例の許可を受けたものにあつては、その旨並びに許可処分の日付、番号及び付された条件   (4) 申請者以外に当該行為を行う者がいる場合は、その名前   (5) 当該申請に関する連絡先（電話番号又はメールアドレス）なお、申請者と担当者が異なる場合は、担当者の氏名、役職、連絡先等を記載すること。  ７ 申請書の用紙の大きさは、日本産業規格（ＪＩＳ）Ａ４とすること。 



第１号様式（その１３）（第１２条関係）  特別地域内動物の放出（家畜の放牧を含む）許可申請書   奈良県立自然公園条例第１７条第３項第１３号の規定により奈良県立      自然公園の特別地域内における動物の放出（家畜の放牧を含む）の許可を受けたく、次のとおり申請します。      年  月  日 申請者の氏名及び住所             奈良県知事 殿 目 的   場 所   行為地及びその付近の状況   動物（家畜）の種類   施行方法 
動物（家畜）の数量（頭数）   管理方法   関連行為の概要   予定日 着 手        年   月   日 完 了        年   月   日 備 考    

法人にあつては、名称、住所及び代表者の氏名 



 （注）   １ 申請文の「奈良県立     自然公園」の箇所には、当該自然公園の名称を記入すること。    なお、不用の文字は抹消すること。  ２ 「場所」欄には、市郡、町村、大字、小字、地番（地先）等を記入すること。  ３ 「行為地及びその付近の状況」欄には、地形、植生等周辺の状況を示す上で必要な事項を記入すること。    なお、必要に応じてその詳細を添付図面に表示すること。  ４ 「動物（家畜）の種類」欄には、放出する動物（家畜）の種類（亜種である場合は、亜種レベルまで）を記入すること。  ５ 「管理方法」欄には、放出する動物（家畜）が当該周辺の風致の維持に支障を及ぼさないための措置等を記入すること。なお、家畜にあつては、放牧面積、放牧施設及び放牧時期を記入すること。  ６ 「備考」欄には、次の事項を記入すること。   (1) 他の法令の規定により、当該行為が行政庁の許可、認可その他の処分又は届出を必要とするものであるときは、その手続の進捗状況   (2) 土地所有関係及び申請者が土地所有者と異なる場合は、土地所有者の諾否又はその見込み   (3) 過去に奈良県立自然公園条例の許可を受けたものにあつては、その旨並びに許可処分の日付、番号及び付された条件   (4) 当該申請に関する連絡先（電話番号又はメールアドレス）なお、申請者と担当者が異なる場合は、担当者の氏名、役職、連絡先等を記載すること。  ７ 申請書の用紙の大きさは、日本産業規格（ＪＩＳ）Ａ４とすること。 
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」
に
、
「

主

た

る

事

務

所

「
「

立

ち

入

る

者

の

人

数

及

び

氏

名

並

び

施

に

期

間



行

立

ち

入

る

経

路

又

の

所

在

地

及

び

名

称

並

び

に

」
を
「

名

称

住

所

及

び

」
に
、

を
、

は

範

囲

方法

立

ち

入

る

方

法

」

立

ち

入

る

者

の

人

数

及

び

氏

名

並

び

に

期

間

立

ち

入

る

経

路

又

は

範

に
改
め
、
同
様
式
の
（
注
）
６
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

囲

立

ち

入

る

方

法

」

(4)

当

該

申

請

に

関

す

る

連

絡

先

（

電

話

番

号

又

は

メ

ル

ア

ド

レ

ス

）

な

お

申

請

者

と

担

ー

、

当

者

が

異

な

る

場

合

は

担

当

者

の

氏

名

役

職

連

絡

先

等

を

記

載

す

る

こ

と

、
、

、
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
十
五
）
の
（
注
）
７
中
「

用

紙

」
を
「

申

請

書

の

用

紙

」
に
改
め
、
「

日

本

産

業

規

格

」
の
次
に
「
（

Ｊ

Ｉ

Ｓ

）
」
を
加
え
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
十
六
）
中
「

第

１

７

条

第

３

項

第

１

６

号

」
の
次
に
「

又

は

同

項

第

１

７

号

及

び

奈

良

県

立

自

然

公

園

条

例

施

行

規

則

第

１

３

条

」
を
加
え
、
「

使

用

（

着

陸

）

許

可

」
を
「

使

用

（

着

陸

）

の

許

可

」
に
、
「

住

所

及

び

氏

名

」
を
「

氏

名

及

び

住

所

」
に
、
「

主

た

る

事

務

所

の

所

在

地

「
「



車

馬

（

動

力

船

、

車

馬

（

航

空

機

）

の

種

類

施

機

）

の

及

び

数

行

及

び

名

称

並

び

に

」
を
「

名

称

住

所

及

び

」
に
、

使

用

（

着

陸

）

範

を

使

用

（
、

方

囲

及

び

面

積

び

面

積

法

使

用

（

着

陸

）

方

使

用

（

法

」

動

力

船

航

空

、

種

類

及

び

数

着

陸

）

範

囲

及

に
改
め
、
同
様
式
の
（
注
）
５
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

着

陸

）

方

法

」

(4)

当

該

申

請

に

関

す

る

連

絡

先

（

電

話

番

号

又

は

メ

ル

ア

ド

レ

ス

）

な

お

申

請

者

と

担

ー

、

当

者

が

異

な

る

場

合

は

担

当

者

の

氏

名

役

職

連

絡

先

等

を

記

載

す

る

こ

と

、
、

、
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
十
六
）
の
（
注
）
６
中
「

用

紙

」
を
「

申

請

書

の

用

紙

」
に
改
め
、
「

日

本

産

業

規

格

」
の
次
に
「
（

Ｊ

Ｉ

Ｓ

）
」
を
加
え
る
。

第
二
号
様
式
（
そ
の
一
）
及
び
同
様
式
（
そ
の
二
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第２号様式（その１）（第１５条関係） 特別地域内行為着手済届出書  奈良県立自然公園条例第１７条第３項の規定により奈良県立      自然公園の特別地域内における行為が規制されることとなつた際、既に当該行為に着手していたので、同条第５項の規定により次のとおり届け出ます。     年  月  日 届出者の氏名及び住所               奈良県知事 殿 行為の種類 （該当する番号を○で囲むこと。） １ 工作物の新築、改築又は増築 ２ 木竹の伐採 ３ 木竹の損傷 ４ 鉱物の掘採又は土石の採取 ５ 水位又は水量の増減 ６ 広告物の設置等 ７ 物の集積又は貯蔵 ８ 水面の埋立又は干拓 ９ 土地の形状変更 １０ 高山植物等の採取又は損傷 １１ 木竹以外の植物の植栽又は播種 １２ 動物の捕獲、若しくは殺傷又は卵の採取、若しくは損傷 １３ 動物の放出（家畜の放牧を含む） １４ 色彩の変更 １５ 指定区域内への立入り １６ 車馬、動力船、航空機の使用、着陸 目的   場所   行為地及びその付近の状況   施行方法   
施行後の周辺の取扱   行為の完了の予定年月日   備 考   
 

法人にあつては、名称、住所及び代表者の氏名 



（注）  １ 届出文の「奈良県立     自然公園」の箇所には、当該自然公園の名称を記入すること。  ２ 「目的」欄には、当該行為の目的及びその必要性を具体的に記入すること。  ３ 施行方法については、行為の種類に応じて、次の表に掲げる事項を記載すること。 行為の種類 記載する事項 １ 工作物の新築、改築、又は増築 １ 工作物の種類 ２ 敷地面積 ３ 規模、構造 ４ 主要材料 ５ 外部の仕上げ及び色彩 ６ 関連行為の概要（支障木の伐採（樹種、本数、面積等）、支障となる動植物の除去、敷地造成（面積、切土盛土量等）、残土量とその処理方法、工事用仮工作物の設置等） ７ 工事施行後の周辺の取扱 ２ 木竹の伐採 １ 林況（林種、樹齢、林齢、森林面積及び総蓄積） ２ 伐採種別（主伐、皆伐、単木択伐、塊状択伐等） ３ 伐採樹種（針葉樹林、広葉樹林、混交林、天然林、人工林の別並びに主な樹種） ４ 伐採面積 ５ 平均樹齢 ６ 平均胸高直径 ７ 伐採材積 ８ 伐採材積歩合（伐採材積／総蓄積） ９ 関連行為の概要（索道、林道、貯木場の設置（面積、切土盛土量等）、残土量とその処理方法等） １０ 伐採跡地の取扱（伐採後の植栽計画（年次、樹種、施行方法等）） ３ 木竹の損傷 １ 損傷物の種類 ２ 損傷物の数量 ３ 損傷方法（使用器具の名称、損傷部分の別等） ４ 鉱物の掘採又は土石の採取 １ 鉱物又は土石の種類 ２ 掘採又は採取の方法（露天掘、坑道掘、（横坑、たて坑、斜坑）等の別） ３ 掘採又は採取量（容積（立方メートル）、重量（トン、グラム）） ４ 掘採又は採取の設備 ５ 土地の形状を変更する面積 ６ 掘採又は採取後の土地の形状（切羽跡階段状等掘採（採取）後の土地の形状） ７ 関連行為の概要（支障木の伐採（樹種、本数、面積等）、支障となる動植物の除去、ズリ処理等） ８ 掘採又は採取後の周辺の取扱（跡地の整理、緑化の方法等） ９ 当該行為が鉱業法第６３条に規定する施業案を必要とするものであるときは、当該施業案の概要 ５ 水位又は水量の増減 １ 水位又は水量の増減の及ぶ範囲 ２ 水位又は水量の増減の原因となる行為、設備等 ３ 水位又は水量の増減の内容（申請行為による水位（最高水位、最低水位等）又は水量（取水量、放流量等）の変化） ４ 関連行為の概要（工事用仮工作物の設置等） ６ 広告物等の設置等 １ 独立して設置する場合の敷地面積 ２ 広告物を掲出又は表示する工作物の種類及びその箇所（店舗の屋根、倉庫の壁面等、当該広告物を掲出又は表示しようとする工作物の種類と、掲出又は表示しようとする場所） ３ 規模及び構造 



４ 主要材料 ５ 色彩 ６ 表示の内容 ７ 関連行為の概要（支障木の伐採（樹種、本数、面積等）、支障となる動植物の除去、敷地造成（面積、切土盛土量等）、残土量とその処理方法、工事用仮工作物の設置等） ７ 物の集積又は貯蔵 １ 集積（貯蔵）物の種類 ２ 集積（貯蔵）方法 ３ 土地使用面積及び集積（貯蔵）する高さ ４ 関連行為の概要（支障木の伐採（樹種、本数、面積等）、転石の除去等） ５ 集積（貯蔵）設備 ８ 水面の埋立又は干拓 １ 埋立又は干拓面積 ２ 工事の方法（工事計画（時期、工種等）） ３ 関連行為の概要（支障となる動植物の除去、工事用仮工作物の設置等） ４ 埋立又は干拓後の取扱（埋立後の用途、風致景観の保護のために行う措置） ９ 土地の形状変更 １ 土地の形状を変更する面積 ２ 工事の方法 ３ 変更後の土地の形状 ４ 関連行為の概要（支障木の伐採（樹種、本数、面積等）、支障となる動植物の除去、工事用仮工作物の設置等） ５ 変更後の取扱（土地の形状変更後の用途、風致景観の保護のために行う措置） １０ 高山植物等の採取又は損傷 １ 採取又は損傷物の種類 ２ 採取又は損傷物の数量 ３ 採取又は損傷方法（使用器具の名称、採取（損傷）部分の別等） ４ 関連行為の概要（採取した木竹以外の植物を再度植栽し、又は播種することを予定している場合にあつては、その時期、場所等の詳細） １１ 木竹以外の植物の植栽又は播種 １ 植栽（播種）する植物の種類（変種である場合は、変種レベルまで） ２ 植栽（播種）面積 ３ 植栽（播種）数量 ４ 植栽（播種）方法 ５ 管理方法（周辺の風致の維持に支障を及ぼさないための措置等） ６ 関連行為の概要（支障木の伐採（樹種、本数、面積等）、支障となる動植物の除去、特別地域内で採取した木竹以外の植物を再度植栽し、又は播種する場合にあつては、場所等） １２ 動物の捕獲、若しくは殺傷又は卵の採取、若しくは損傷 １ 動物（卵）の種類 ２ 捕獲若しくは殺傷、又は採取物若しくは損傷物の数量 ３ 捕獲若しくは殺傷、又は採取の方法（捕獲若しくは殺傷、又は採取の方法、使用器具の名称等） ４ 関連行為の概要（支障木の伐採（樹種、本数、面積等）、支障となる動植物の除去、特別地域内で捕獲した動物を再度放つ予定となつている場合にあつては、時期及び詳細等） １３ 動物の放出（家畜の放牧を含む） １ 動物（家畜）の種類 ２ 動物（家畜）の数量（頭数） ３ 管理方法（周辺の風致の維持に支障を及ぼさないための措置、家畜の放牧面積、放牧施設、放牧時期等） １４ 色彩の変更 １ 色彩を変更する工作物 ２ 色彩を変更する箇所 ３ 現在の色彩 ４ 変更後の色彩 ５ 関連行為の概要（工事用仮工作物の設置等） １５ 指定区域内への立入り １ 立ち入る者の人数及び氏名並びに期間（人数、全員の氏名及び立入り期間） 



２ 立ち入る経路又は範囲 ３ 立ち入る方法（行為地内での活動状況、頻度等） １６ 車馬、動力船、航空機の使用、着陸 １ 車馬、動力船、航空機の種類及び数 ２ 使用、着陸範囲及び面積 ３ 使用、着陸方法（行為地内での活動状況、頻度等）  ４ 「場所」欄には、市郡、町村、大字、小字、地番（地先）等を記入すること。  ５ 「行為地及びその付近の状況」欄には、地形、植生等周辺の状況を示す上で必要な事項を記入すること。なお、必要に応じてその詳細を添付図面に表示すること。  ６ 「備考」欄には、次の事項を記入すること。   (1) 他の法令の規定により、当該行為が行政庁の許可、認可その他の処分又は届出を必要とするものであるときは、その手続の進捗状況   (2) 土地所有関係及び届出者が土地所有者と異なる場合は、土地所有者の諾否又はその見込み   (3) 過去に奈良県立自然公園条例の許可を受けたものにあつては、その旨並びに許可処分の日付、番号及び付された条件   (4) 当該届出に関する連絡先（電話番号又はメールアドレス）なお、届出者と担当者が異なる場合は、担当者の氏名、役職、連絡先等を記載すること。  ７ 届出書の用紙の大きさは、日本産業規格（ＪＩＳ）Ａ４とすること。 



第２号様式（その２）（第１５条関係） 特別地域内非常災害応急措置届出書  奈良県立自然公園条例第１７条第６項の規定により奈良県立      自然公園の特別地域内において非常災害のために必要な応急措置をしたので、次のとおり届け出ます。     年  月  日 届出者の氏名及び住所               奈良県知事 殿 行為の種類 （該当する番号を○で囲むこと。） １ 工作物の新築、改築又は増築 ２ 木竹の伐採 ３ 木竹の損傷 ４ 鉱物の掘採又は土石の採取 ５ 水位又は水量の増減 ６ 広告物の設置等 ７ 物の集積又は貯蔵 ８ 水面の埋立又は干拓 ９ 土地の形状変更 １０ 高山植物等の採取又は損傷 １１ 木竹以外の植物の植栽又は播種 １２ 動物の捕獲、若しくは殺傷又は卵の採取、若しくは損傷 １３ 動物の放出（家畜の放牧を含む） １４ 色彩の変更 １５ 指定区域内への立入り １６ 車馬、動力船、航空機の使用、着陸 目的   場所   行為地及びその付近の状況   施行方法   
施行後の周辺の取扱   行為の完了の予定年月日   備 考    

法人にあつては、名称、住所及び代表者の氏名 



（注）  １ 届出文の「奈良県立     自然公園」の箇所には、当該自然公園の名称を記入すること。  ２ 「目的」欄には、当該行為の目的及びその必要性を具体的に記入すること。  ３ 施行方法については、行為の種類に応じて、次の表に掲げる事項を記載すること。 行為の種類 記載する事項 １ 工作物の新築、改築、又は増築 １ 工作物の種類 ２ 敷地面積 ３ 規模、構造 ４ 主要材料 ５ 外部の仕上げ及び色彩 ６ 関連行為の概要（支障木の伐採（樹種、本数、面積等）、支障となる動植物の除去、敷地造成（面積、切土盛土量等）、残土量とその処理方法、工事用仮工作物の設置等） ７ 工事施行後の周辺の取扱 ２ 木竹の伐採 １ 林況（林種、樹齢、林齢、森林面積及び総蓄積） ２ 伐採種別（主伐、皆伐、単木択伐、塊状択伐等） ３ 伐採樹種（針葉樹林、広葉樹林、混交林、天然林、人工林の別並びに主な樹種） ４ 伐採面積 ５ 平均樹齢 ６ 平均胸高直径 ７ 伐採材積 ８ 伐採材積歩合（伐採材積／総蓄積） ９ 関連行為の概要（索道、林道、貯木場の設置（面積、切土盛土量等）、残土量とその処理方法等） １０ 伐採跡地の取扱（伐採後の植栽計画（年次、樹種、施行方法等）） ３ 木竹の損傷 １ 損傷物の種類 ２ 損傷物の数量 ３ 損傷方法（使用器具の名称、損傷部分の別等） ４ 鉱物の掘採又は土石の採取 １ 鉱物又は土石の種類 ２ 掘採又は採取の方法（露天掘、坑道掘、（横坑、たて坑、斜坑）等の別） ３ 掘採又は採取量（容積（立方メートル）、重量（トン、グラム）） ４ 掘採又は採取の設備 ５ 土地の形状を変更する面積 ６ 掘採又は採取後の土地の形状（切羽跡階段状等掘採（採取）後の土地の形状） ７ 関連行為の概要（支障木の伐採（樹種、本数、面積等）、支障となる動植物の除去、ズリ処理等） ８ 掘採又は採取後の周辺の取扱（跡地の整理、緑化の方法等） ９ 当該行為が鉱業法第６３条に規定する施業案を必要とするものであるときは、当該施業案の概要 ５ 水位又は水量の増減 １ 水位又は水量の増減の及ぶ範囲 ２ 水位又は水量の増減の原因となる行為、設備等 ３ 水位又は水量の増減の内容（申請行為による水位（最高水位、最低水位等）又は水量（取水量、放流量等）の変化） ４ 関連行為の概要（工事用仮工作物の設置等） ６ 広告物等の設置等 １ 独立して設置する場合の敷地面積 ２ 広告物を掲出又は表示する工作物の種類及びその箇所（店舗の屋根、倉庫の壁面等、当該広告物を掲出又は表示しようとする工作物の種類と、掲出又は表示しようとする場所） ３ 規模及び構造 ４ 主要材料 



５ 色彩 ６ 表示の内容 ７ 関連行為の概要（支障木の伐採（樹種、本数、面積等）、支障となる動植物の除去、敷地造成（面積、切土盛土量等）、残土量とその処理方法、工事用仮工作物の設置等） ７ 物の集積又は貯蔵 １ 集積（貯蔵）物の種類 ２ 集積（貯蔵）方法 ３ 土地使用面積及び集積（貯蔵）する高さ ４ 関連行為の概要（支障木の伐採（樹種、本数、面積等）、転石の除去等） ５ 集積（貯蔵）設備 ８ 水面の埋立又は干拓 １ 埋立又は干拓面積 ２ 工事の方法（工事計画（時期、工種等）） ３ 関連行為の概要（支障となる動植物の除去、工事用仮工作物の設置等） ４ 埋立又は干拓後の取扱（埋立後の用途、風致景観の保護のために行う措置） ９ 土地の形状変更 １ 土地の形状を変更する面積 ２ 工事の方法 ３ 変更後の土地の形状 ４ 関連行為の概要（支障木の伐採（樹種、本数、面積等）、支障となる動植物の除去、工事用仮工作物の設置等） ５ 変更後の取扱（土地の形状変更後の用途、風致景観の保護のために行う措置） １０ 高山植物等の採取又は損傷 １ 採取又は損傷物の種類 ２ 採取又は損傷物の数量 ３ 採取又は損傷方法（使用器具の名称、採取（損傷）部分の別等） ４ 関連行為の概要（採取した木竹以外の植物を再度植栽し、又は播種することを予定している場合にあつては、その時期、場所等の詳細） １１ 木竹以外の植物の植栽又は播種 １ 植栽（播種）する植物の種類（変種である場合は、変種レベルまで） ２ 植栽（播種）面積 ３ 植栽（播種）数量 ４ 植栽（播種）方法 ５ 管理方法（周辺の風致の維持に支障を及ぼさないための措置等） ６ 関連行為の概要（支障木の伐採（樹種、本数、面積等）、支障となる動植物の除去、特別地域内で採取した木竹以外の植物を再度植栽し、又は播種する場合にあつては、場所等） １２ 動物の捕獲、若しくは殺傷又は卵の採取、若しくは損傷 １ 動物（卵）の種類 ２ 捕獲若しくは殺傷、又は採取物若しくは損傷物の数量 ３ 捕獲若しくは殺傷、又は採取の方法（捕獲若しくは殺傷、又は採取の方法、使用器具の名称等） ４ 関連行為の概要（支障木の伐採（樹種、本数、面積等）、支障となる動植物の除去、特別地域内で捕獲した動物を再度放つ予定となつている場合にあつては、時期及び詳細等） １３ 動物の放出（家畜の放牧を含む） １ 動物（家畜）の種類 ２ 動物（家畜）の数量（頭数） ３ 管理方法（周辺の風致の維持に支障を及ぼさないための措置、家畜の放牧面積、放牧施設、放牧時期等） １４ 色彩の変更 １ 色彩を変更する工作物 ２ 色彩を変更する箇所 ３ 現在の色彩 ４ 変更後の色彩 ５ 関連行為の概要（工事用仮工作物の設置等） 



１５ 指定区域内への立入り １ 立ち入る者の人数及び氏名並びに期間（人数、全員の氏名及び立入り期間） ２ 立ち入る経路又は範囲 ３ 立ち入る方法（行為地内での活動状況、頻度等） １６ 車馬、動力船、航空機の使用、着陸 １ 車馬、動力船、航空機の種類及び数 ２ 使用、着陸範囲及び面積 ３ 使用、着陸方法（行為地内での活動状況、頻度等）  ４ 「場所」欄には、市郡、町村、大字、小字、地番（地先）等を記入すること。  ５ 「行為地及びその付近の状況」欄には、地形、植生等周辺の状況を示す上で必要な事項を記入すること。なお、必要に応じてその詳細を添付図面に表示すること。  ６ 「備考」欄には、次の事項を記入すること。   (1) 他の法令の規定により、当該行為が行政庁の許可、認可その他の処分又は届出を必要とするものであるときは、その手続の進捗状況   (2) 土地所有関係及び届出者が土地所有者と異なる場合は、土地所有者の諾否又はその見込み   (3) 過去に奈良県立自然公園条例の許可を受けたものにあつては、その旨並びに許可処分の日付、番号及び付された条件   (4) 当該届出に関する連絡先（電話番号又はメールアドレス）なお、届出者と担当者が異なる場合は、担当者の氏名、役職、連絡先等を記載すること。  ７ 届出書の用紙の大きさは、日本産業規格（ＪＩＳ）Ａ４とすること。 
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に
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に
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、
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に
、
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「
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に
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の
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所
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「
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方

法
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を
「
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行

方
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に
、
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」
を
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」
に
改
め
、
同
様
式
（
そ
の
三
）
の
（
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６
に
次

の
よ
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に
加
え
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。

(3)

当
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す
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連

絡

先

（

電

話

番

号
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は
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届

出
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と

担

ー

、

当

者

が
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場
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は

担

当

者

の

氏

名

役

職

連

絡

先

等

を

記

載
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る

こ

と

、
、

、
。

第
二
号
様
式
（
そ
の
三
）
の
（
注
）
７
中
「

用

紙

」
を
「

届

出

書

の

用

紙

」
に
改
め
、
「

日

本

産

業

規

格

」
の
次
に
「
（

Ｊ

Ｉ

Ｓ

）
」
を
加
え
る
。

第
三
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第３号様式（第１７条関係） 普通地域内行為届出書  奈良県立自然公園条例第１９条第１項の規定により奈良県立      自然公園普通地域内において下記の行為をいたしたく、次のとおり届け出ます。     年  月  日 届出者の氏名及び住所               奈良県知事 殿 行為の種類 （該当する番号を○で囲むこと。） １ 工作物の新築、改築又は増築 ２ 鉱物の掘採又は土石の採取 ３ 水位又は水量の増減 ４ 広告物等の設置等 ５ 水面の埋立て又は干拓 ６ 土地の形状変更 目的   場所   行為地及びその付近の状況   施行方法   

施行後の周辺の取扱   予定日 着 手        年   月   日 完 了        年   月   日 備 考   
 

法人にあつては、名称、住所及び代表者の氏名 



（注）  １ 届出文の「奈良県立    自然公園」の箇所には、当該自然公園の名称を記入すること。  ２ 「目的」欄には、当該行為の目的及びその必要性を具体的に記入すること。  ３ 施行方法については、行為の種類に応じて、次の表に掲げる事項を記載すること。 行為の種類 記載する事項 １ 工作物の新築、改築、又は増築 １ 工作物の種類 ２ 敷地面積 ３ 規模、構造 ４ 主要材料 ５ 外部の仕上げ及び色彩 ６ 関連行為の概要（支障木の伐採（樹種、本数、面積等）、支障となる動植物の除去、敷地造成（面積、切土盛土量等）、残土量とその処理方法、工事用仮工作物の設置等） ７ 工事施行後の周辺の取扱 ２ 鉱物の掘採又は土石の採取 １ 鉱物又は土石の種類 ２ 掘採又は採取の方法（露天掘、坑道掘、（横坑、たて坑、斜坑）等の別） ３ 掘採又は採取量（容積（立方メートル）、重量（トン、グラム）） ４ 掘採又は採取の設備 ５ 土地の形状を変更する面積 ６ 掘採又は採取後の土地の形状（切羽跡階段状等掘採（採取）後の土地の形状） ７ 関連行為の概要（支障木の伐採（樹種、本数、面積等）、支障となる動植物の除去、ズリ処理等） ８ 掘採又は採取後の周辺の取扱（跡地の整理、緑化の方法等） ９ 当該行為が鉱業法第６３条に規定する施業案を必要とするものであるときは、当該施業案の概要 ３ 水位又は水量の増減 １ 水位又は水量の増減の及ぶ範囲 ２ 水位又は水量の増減の原因となる行為、設備等 ３ 水位又は水量の増減の内容（申請行為による水位（最高水位、最低水位等）又は水量（取水量、放流量等）の変化） ４ 関連行為の概要（工事用仮工作物の設置等） ４ 広告物等の設置等 １ 独立して設置する場合の敷地面積 ２ 広告物を掲出又は表示する工作物の種類及びその箇所（店舗の屋根、倉庫の壁面等、当該広告物を掲出又は表示しようとする工作物の種類と、掲出又は表示しようとする場所） ３ 規模及び構造 ４ 主要材料 ５ 色彩 ６ 表示の内容 ７ 関連行為の概要（支障木の伐採（樹種、本数、面積等）、支障となる動植物の除去、敷地造成（面積、切土盛土量等）、残土量とその処理方法、工事用仮工作物の設置等） ５ 水面の埋立又は干拓 １ 埋立又は干拓面積 ２ 工事の方法（工事計画（時期、工種等）） ３ 関連行為の概要（支障となる動植物の除去、工事用仮工作物の設置等） ４ 埋立又は干拓後の取扱（埋立後の用途、風致景観の保護のために行う措置） 



６ 土地の形状変更 １ 土地の形状を変更する面積 ２ 工事の方法 ３ 変更後の土地の形状 ４ 関連行為の概要（支障木の伐採（樹種、本数、面積等）、支障となる動植物の除去、工事用仮工作物の設置等） ５ 変更後の取扱（土地の形状変更後の用途、風致景観の保護のために行う措置）  ４ 「場所」欄には、市郡、町村、大字、小字、地番（地先）等を記入すること。  ５ 「行為地及びその付近の状況」欄には、地形、植生等周辺の状況を示す上で必要な事項を記入すること。なお、必要に応じてその詳細を添付図面に表示すること。  ６ 「備考」欄には、次の事項を記入すること。   (1) 他の法令の規定により、当該行為が行政庁の許可、認可その他の処分又は届出を必要とするものであるときは、その手続の進捗状況   (2) 土地所有関係及び届出者が土地所有者と異なる場合は、土地所有者の諾否又はその見込み   (3) 当該届出に関する連絡先（電話番号又はメールアドレス）なお、届出者と担当者が異なる場合は、担当者の氏名、役職、連絡先等を記載すること。  ７ 届出書の用紙の大きさは、日本産業規格（ＪＩＳ）Ａ４とすること。 
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う
に
改
め
る
。



第４号様式（第２２条関係） 

（第１面） 

第   号 

立入検査等をする職員の携帯する身分を示す証明書 

所  属 

職  名 

氏  名 

生年月日    年  月   日生 

年  月   日交付 

年  月   日限り有効 

 

奈良県知事            印 

 

 

（第２面） 

この証明書を携帯する者は、下表に掲げる奈良県立自然公園条例の条項のうち、該

当の有無の欄に丸印のある条項により立入検査等をする職権を有するものです。 

奈良県立自然公園条例の条項 該当の有無 

奈良県立自然公園条例第１４条第１項  

奈良県立自然公園条例第２１条第２項  

奈良県立自然公園条例第２２条第２項  

奈良県立自然公園条例第２３条第１項  

 

（備考）１ この証明書は、用紙１枚で作成することとする。 

２ 該当の有無の欄に、立入検査等をする職権を有する場合は「○」を、

有しない場合は「－」を記載すること。 

３ 裏面には、参照条文を記載することができる。 

 

写 

真 



第
四
号
様
式
（
そ
の
二
）
及
び
同
様
式
（
そ
の
三
）
を
削
る
。

附
則

（
施
行
期
日
）

１
こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
行
為
の
許
可
基
準
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
奈
良
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。

）
第
十
四
条
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
さ
れ
る

奈
良
県
立
自
然
公
園
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
奈
良
県
条
例
第
二
十
三
号
）
第
十
七
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
さ
れ
た
同
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の

申
請
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

３
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
奈
良
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
（
以
下

「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
申
請
書
等
は
、
新
規
則
の
相
当
規

定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

４
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
旧
規
則
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
て
い
る
証
明
書
で
現
に
効
力
を
有
す
る

も
の
は
、
新
規
則
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。
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